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WB 1:500-1:1000,ICC 1:50-1:200

Calculated MW: 56 kDa; Observed MW: 56 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	AKT3は、AKTキナーゼと呼ばれる3つの密接に関連するセリン/スレオニンタンパク質キナーゼ（AKT1、AKT2、AKT3）の1つであり、代謝、増殖、細胞生存、成長、血管新生など、多くのプロセスを制御します。これは、下流の様々な基質のセリンおよび/またはスレオニンリン酸化を介して媒介されます。これまでに100を超える基質候補が報告されていますが、そのほとんどはアイソフォーム特異性が報告されていません。AKT3は、最も研究の進んでいないAKTアイソフォームです。AKT3は脳の発達に重要な役割を果たし、悪性神経膠腫細胞の生存に不可欠です。AKT3アイソフォームは、IL13を介したMMP13のアップレギュレーションとダウンレギュレーションの鍵となる分子である可能性もあります。ミトコンドリア生合成と、成長因子によって引き起こされる細胞エネルギー需要の増加との調整に必要です。 RNA 干渉によるダウンレギュレーションにより、BAD のリン酸化形態の発現が減少し、カスパーゼ依存性アポトーシスが誘導されます。
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	PI3K-Aktシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路
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	AKT 抗体を使用した 3T3 ラット心臓溶解物中の AKT のウエスタン ブロット分析。
	

	AKT 抗体を使用した LnCap 溶解物中の AKT1/2/3 のウエスタン ブロット分析。
	

	AKT抗体とDAPI（青）を用いたHela中のAKT1/2/3（緑）の免疫細胞化学分析

